2006年12月24日　クリスマス礼拝　子供の話
「羊飼いたちの喜び」

１．「ちょっとちょっと、喜びどころじゃないよぉ。もうボクは怖くて怖くて仕方ないんだよ。

　だってさ、毎晩毎晩真っ暗闇の中でさあ、おっかないじゃないかぁ。寒いしさぁ、ツライしさあ、暗いしさぁ・・・ホントに喜びなんて一つもないよぉ」

２．「んだ、んだ。喜びなんて、まっことひとっつもねえ。暗れえしよぉ、寒みいしよぉ、

おっかねえしよぉ、誰か助けてくんろぉ。」

３．羊「羊飼いのお兄ちゃん、誰か見てるよぉ。目がギラギラして、牙をむき出しにしてぇ～」

　羊飼「怖がらせるんでねえっ！おらは怖いのが一番苦手なんだぁ。おっかねえよお、おっかねえよお、どうすっぺぇ、どうすっぺぇ～～～」

　寒空の中、さびしさと怖さでビクビクしている羊飼いと羊でしたが・・・その時です！
４．突然、天使が現れて神様のみことばを告げ知らせました。
　「恐れるな。見よ、すべての民に与えられる大きな喜びを、あなたがたに伝える。きょうダビデの町に、あなたがたのために救主がお生れになった。このかたこそ主なるキリストである。」ルカ２：１０～１２
５．突然の天使の出現に、羊飼いも羊も、本当にビックリ！

　「うんわ～、おでれぇた、おでれぇた、オラはビックリしたどぉ～。

いんや～～、おったまげたぁ～～～！」

６．最初はビックリした羊飼いと羊でしたが、やがて大きな喜びに包まれました。そうです、

　救い主イエス様がお生まれになったのです！　大勢の天使たちは、喜びの賛美を高らかに歌

っています。

暗闇を怖がり、毎日の生活に不安を感じ、喜びよりもさびしさと苦しさで押しつぶされそう

になっていたのがウソみたい。

７．「さあ、イエス様を拝みにいくべぇ！　あ、レッツらゴぉ～～～～！！」

　こうして羊飼いは、仲間たちと一緒にイエス様を拝みに行きました。

８．こうして羊飼いたちは、飼い葉桶に寝かされた、かわいいかわいいイエス様を礼拝したの
でした。飼い葉桶っていうのは、牛とかロバとかのエサを入れる入れ物のことだよ。イエス

様は、そんなところでお生まれになったんだね。でも、優しいお父さんとお母さんに見守ら

れ、イエス様はお生まれになりました。そして、羊飼いや羊たちもイエス様のお誕生を心か

らお祝いしたのでした。
イエス様のお誕生は、さびしい心にぬくもりを、恐れる心に平安を、悩んでいる心に愛を与えてくださる出来事でした。そして今も私たちがイエス様を心にお迎えするなら、そんな神様の優しさが私たちを包み込むのですよ。

今日は、クリスマスの一つのお話を紹介しました。おしまい。
